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子ら，1982)，ウエステルマン肺吸虫（二倍体型）の分

布地を確認すべ<，この野犬の捕獲された恵那保健所管

内を中心に岐阜県東部地方においてサワガニにおける本

虫寄生状況を調査した．

緒言

わが国に分布するヒト寄生の肺吸虫としては，ウェス

テルマン肺吸虫Ｐαγ`Zgo刀加"ＳＺ(jeSte7wZ〃と宮崎肺吸

虫Ｒｍｉｙａｚａ賊が知られている．このうち，ウェステ

ルマン肺吸虫は，精子形成の有無および核型の違いによ

り２型に分けられることが，近年明らかにされた（宮

崎，１９７７；SakaguchiandTada，１９７６；Terasaki，

1980)．すなわち，ウェステルマン肺吸虫（二倍体型）

は，精子を形成し，核型が2,＝２２であり，ウエステル

マン肺吸虫（三倍体型）は，精子を形成せず，核型が
3,＝33である．

ウェステルマン肺吸虫症の中には，鈴木ら（1978）に

よって報告されたようにウェステルマン肺吸虫（二倍体

型）による症例が存在することが，宮崎（1978）によっ

て明らかにされた．その後，ウェステルマン肺吸虫（二

倍体型）の第二中間宿主であるサワガニGeoZルルノｍＳａ

ａｅ/iαα"ｉについて，本虫メタセルカリアの寄生状況が検

討され，秋田県（鈴木ら，1978），千葉県（横川ら，

1984)，静岡県（斎藤・山下，1982)，石川県（吉村ら，

1983)，福井県（西田ら，1982,1983)，滋賀県（西田

ら，198lb)，京都府（西田ら，1980,1981a)，三重県

（杉山ら，1983)，奈良県（SugiyamaetaZ.，１９８３；杉山

ら，1984)，兵庫県（柴原，1982)，大分県（波部・宮

崎，1982）において，ウエステルマン肺吸虫（二倍体

型）の分布が確認されている．

著者らは，本学動物実験施設に収容された野犬からウ

ェステルマン肺吸虫（二倍体型）の成虫を得てより（金

材料および方法

検査したサワガニは，1983年５月から1984年11月まで

の期間に，木曽川・飛騨川・庄内川・矢作川流域の岐阜

県恵那市・中津川市・恵那郡・加茂郡・益田郡の２市７

町４村の43カ所で採集した甲殻幅10ｍｍ以上の2,251匹

である．

検査方法は，サワガニを押し潰したのち，人工胃液消

化法によってメタセルカリアを分離し，得られたメタセ

ルカリアを計測した．一部のサワガニについては，ガラ

ス板圧平法と人工胃液消化法を併用し，カニ体内のメタ

セルカリアの分布を観察した．

得られたメタセルカリアは，ネコまたはイヌに経口投

与し，投与後約100日で剖検して成虫を取り出した．成

虫は，アルコールで圧平・固定後，カーミン染色し観察

した．虫卵は，各々のネコ・イヌの肺臓虫嚢内虫卵をｌｏ

％ホルマリン液で固定した50個について計測した．

結果

肺吸虫メタセルカリアの寄生していたサワガニは42匹

であり，それらの採集地は木曽川流域の恵那郡蛭川村柏

ケ根（感染率36.8％)，大博士（2.6％)，遠ケ根（38.9

％)，上一色（0.8％)，福岡町新田（37.1％)，山中（０８

％）および飛騨川流域の益田郡下呂町和住（1.6％)，島

田（4.3％)，野田押（0.5％)，焼山（0.8％）であり，愛知医科大学寄生虫学教室

（４３）
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Mapshowingthelocationofeasternpart（blackportion）ｏｆＦｉｇ．１Ａ：

ＧｉｆｕＰｒｅｆ

Ｂ： Mapshowing431ocalitieswherecrabswerecollected．

●：LocalitiescollectedcrabspositiveformetacercariaeofP、

zueste7wza7zidiploidtype．

○：Localitieswhereallcrabswerenegative．

庄内川および矢作川流域には分布地は認められなかった

(Fig.１，Tablesl～3)．

サワガニ１匹当りのメタセルカリア感染数は１～９個

(平均２．３個）であった．メタセルカリアの大きさ（内

裏間径）は，最小362×372βｍ，最大449×469浜、，平均

399×41512ｍであった（Table４，Photo､１)．メタセル

カリア寄生サワガニ42匹のうち，サワガニ体内のメタセ

ルカリアの分布を検査することができたのは20匹であっ

た．検出されたメタセルカリア51個は，筋肉56.9％，肝

臓31.4％，生殖器3.9％，甲殻内膜3.9％，えら2.0％，

消化器2.0％に分布しており，心臓部には認められなか

った．メタセルカリア体肉内には，淡紅色の色素穎粒は

全く認められなかった．

メタセルカリアのネコおよびイヌへの感染成績は

Ｔａｂｌｅ５に示すごとくで，平均55.2％の成虫回収率であ

った．得られた成虫は，１隻を除き全て肺臓に虫曇を形

（４４）
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Tablellnfectionratesofcrabs，ＧｅｏＺＭｐｍ(ｓａａｅＡａａ,,/，withmetacercariae（Ｍｃ）

ｏｆＰ、zuBsZe7"za7zj-diploidtypeinEna-gun

Ｎｏ．ｏｆｃｒａｂｓ AverageNq
ofMcina

positivecrab

Main

strealn

Infection

rates（％）
LocalityＮｏ．

examinedinfected

Akechi-cho Yahagi

Yahagi

Yahagi

Yahagi

Shonai

Ｋｉｓｏ

Ｋｉｓｏ

Ｋｉｓｏ

Ｋｉｓｏ

Ｋｉｓｏ

Ｋｉｓｏ

Ｋｉｓｏ

Ｋｉｓｏ

Ｋｉｓｏ

Ｋｉｓｏ

Ｋｉｓｏ

Ｋｉｓｏ

Ｋｉｓｏ

Ｋｉｓｏ

Ｈｉｄａ

Ｈｉｄａ

Ofune

Kadono

Mineyama

Morishita

Yoshinogawa

Kashiwane

Daihakase

lmado

Togane

Kamiishiki

Kamidase

Yahira

Shinden

Uenaegi

Yamanaka

Takayama

Kitabayashi

Maruyama

Uehira

Banda

Futawatari

１
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４
Ｆ
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０
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ｑ
〉
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、
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ヨ
ハ
。
ワ
］
ｎ
ｄ
ｎ
Ｏ
ｎ
ｊ
ｎ
ｄ
１
Ｌ
〈
。
『
１
ワ
］
へ
ｊ
『
上
ｎ
Ｏ
ｎ
Ｏ
１
（
１
▲
（
０
ワ
】
Ａ
４

勺
上

司
上

０
０
０
０
０
４
１
０
７
１
０
０
３
０
１
０
０
０
０
０
０

１
１

Kamiyahagi-cho

Yamaoka-cho

Hirukawa-mura 3６．８

２．６

２．６

４．０

3８．９

０．８

１．７

１．０

Fukuoka-cho

3７．１ ３．０

２．００．８

Tsukechi-cho

Kawaue-mura

Kashimo-mura

Table21nfectionratesofcrabs，GeoZMPA"sacJe/iαα"i,withmetacercariae

ofP、zucsZeか"α"i-diploidtypeinEna-shiandNakatsugawa-shi

Ｎｏ．ｏｆｃｒａｂｓ
Main

strealn
LocalityＮｏ．

examinedinfected

Ena-shi Nakanogata

Onogawa

Mukunoki

Yamanoｔａ

Ｏｏｍａｋｉ

●
Ｉａ

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

Ｈ
Ｈ
別
Ｈ
Ｈ

６
５
２
５
８

７
３
５
６
９

０
０
０
０
０

ワ
］
ｎ
Ｊ
川
４
Ｆ
、
（
ｂ

ワ
】
ワ
】
ワ
】
ｑ
】
９
】

Nakatsugawa-shi

成していた(Photo、２)．肺臓に虫嚢を形成しなかった１

隻の成虫は，１個のメタセルカリアをネコ（Cat-5）に

投与して得られたもので，胸腔内に遊離しており，肺臓

には小さな出血斑のみ認められた．

回収された成虫は，口吸盤が腹吸盤より大きく，皮練

は単生であった．卵巣は，６葉に単純に分岐し，受精嚢

および貯精嚢には多数の精子が認められ，子宮内には虫

卵を有していた（Photos、３～6)．しかし，ネコ（Cat－

５）より１隻のみ得られた成虫では，口吸盤が腹吸盤よ

り小さく，精子は貯精嚢には認められたが，受精嚢には

認められなかった．

虫嚢内の虫卵は,不整形でその形は変異に富み,大きさ

の平均は74×44'ｍであった(Table６).大多数の虫卵は，

小蓋反対側の卵殻に軽度の肥厚が認められた(Photo､７)．

（４５）
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Table31nfectionratesofcrabs，GeoZ舵JP/i"ｓａａｅ/、α"i，withmetacercariae(Ｍｃ）

ｏｆＰ・zuesZeﾉｰﾌﾞﾉzα"i-diploidtypeinKamo-gunandMashita-gun

Ｎｏ．ｏｆｃｒａｂｓ AverageＮｏ．
ofMcina

positivecrab

Main

strealn

Infection

rates（％）
LocalityＮｏ．

examinedinfected

Shirakawa-choTomiba

Okushinden

Kamisami

HigashiShira‐Shimoshinden
kawa-mura

Nishido

Koshihara

Gero-cho Nojiri

Wasa

Shimada

Daido

Miyaji

Hiuchi

Nodaoshi

Yakiyama

Tobu

Ono

Hebinoo

Ｈｉｄａ

Ｈｉｄａ

Ｈｉｄａ

Ｈｉｄａ

Ｈｉｄａ

Ｈｉｄａ

Ｈｉｄａ

Ｈｉｄａ

Ｈｉｄａ

Ｈｉｄａ

Ｈｉｄａ

Ｈｉｄａ

Ｈｉｄａ

Ｈｉｄａ

Ｈｉｄａ

Ｈｉｄａ

Ｈｉｄａ

７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４

２９

１８

５５

３９

８２

４８

６６

６２

４７

３１

17

133

198

126

２７

８４

３１

０
０
０
０
０
０
０
１
２
０
０
０
１
１
０
０
０

1.6

4.3

１．０

１．５

０．５

０．８

1.0

1.0

Table4Measurementsofencystedmetacercariae（Ｍｃ）ｏｆＲｚﾋﾞﾉcsZeγ'"α"i‐

diploidtypecollectedfromGifuPrefecture

Diameterofinnercystwall（似、）Ｎｏ．ｏｆＭｃ

ｅｘａｍｉｎｅｄLocalityＮｏ．

Ｉｎｌｎ． Ｉｎａｘ． ｎｌｅａｎ

Kashiwane

Daihakase

Togane

Kamiishiki

Shinden

Yamanaka

Wasa

Shimada

Nodaoshi

Yakiyama

’
一
一

一ｍ亘「．”）（ｕ一二（⑭）（叩／〈】
（小曲叩〉〉『０日ロム【〉〃”“。
●・扣扣一一△勾扣一一一ｍ”へ四）

×
×
×

６
７
９
０
３
５
４
５
９
０

１
１
１
３
３
３
４

７
４
７
１
０
１
１
３
１
１

２
２

357

413

362

449

434

383

×４５４

×４３４

×４２３

９
２
１
９
０
３
３
６
７
７

９
１
７
６
０
０
８
１
０
９

３
４
３
４
４
４
３
４
４
３

９
８
３
５
０
３
３
２
８
８

１
２
９
８
１
１
０
４
０
９

４
４
３
４
４
４
４
４
４
３

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

383×４０８－４４９×４６９

417×４３２－４０８×４６２

AmetacercariaofP、zuesZe7"α"i-diploidtype・

Thelungsofacatinfectedwithmetacercariae，showingwormcysts（arrows)．
Amountedadultwormstainedwithboraxcarmine、

Ｔｈｅｏｖａｒｙｏｆａｎａｄｕｌｔｗｏｒｍ，dividingintosixlobes、

Ｔｈｅｓｅｍｉｎａｌｖｅｓｉｃｌｅｏｆａｎａｄｕｌｔｗｏｒｍ，filledwithspermatozoa、

Ｔｈｅｓｅminalreceptacleofanadultworm，filledwithspermatozoa・

Aneggobtainedfromthewormcystsiｎｔｈｅｌｕｎｇｏｆａｃａｔ,preservedinlO％formalinsolution．
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●
Ｓ
●
●
●
●
●
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血
血
、
血

Ⅲ
別
別
別
別
咄
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Table5Resultsofexperimentalinfectionwithmetacercariae（Ｍｃ）

ｏｆＰ・zueste7"zα"fdiploidtype

Experimental
animals

Daysafter
infection

Ｎｏ．ｏｆＭｃ

ｉｎｆｅｃｔｅｄ

Ｎｏ．ofworms

recovered
Recovery
rate（％）Locality

６Ｋａｓｈｉｗａｎｅ

１
２
１
３
４
５
６
７
８

韮
韮
返
韮
韮
韮
韮
韮
韮

Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

７
４
７
４
４
６
９
９
９

０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１

2０

１３

１３

４

８

１

２０

１９

１

６
０
４
２
４
１
３
６
０

１
１
１

３０．０

７６．９

３０．８

５０．０

５０．０

１００．０

６５．０

８４．２

０．０

Daihakase

Togane

Kamiishiki

Shindeｎ

７
９
０
３
１
１

Yamanaka

Wasa

Shimada

Nodaoshi

Yakiyama

５
４
５
９
０

１
３
３
３
４

Ｃａｔ-９ 9９ ６ ２ 3３．３

Ｉ

Table6Measurementsofadultwormsandeggsobtainedfromexperimentalanimals

infectedwithmetacercariaeofPmzucsZc7'"α"i-diploidtype

Ａｄｕｌｔｗｏｒｍｓ Ｅｇｇｓ

Oral

sucker

（/(、）

ExperimentalLocality animals Nq

examined

Ventralsucker

い、）
Bodysize（ｍ、） Size（似、）

lengthwidthwidthlengthwidthlengthwidth

６Kashiwane

１
４
８
１
４

７
８

１
０
０
０
０
４
０
０

肚
吐
肚
肚
趾
５
壮
肚

８
９
８
８
７

７
８

３
３
６
１
６

５
８

０
０
０
０
０
４
０
０

牡
肚
肚
肚
肚
＆
肚
吐

４
４
４
３
３

４
５

１
２
５
４
４

１
５

３
５
１
１
３
３
３
３

＋
｜
＋
｜
士
十
一
十
一
６
＋
｜
＋
’

３
１
４
１
４
６
８
３

８
９
１
１
６

２
３

６
６
７
７
６

６
６

１
２
４
３
４
５
６
７

韮
韮
昭
ト
ト
ト
ト
ト

Ｃ
Ｃ
Ｄ
ｑ
ａ
ｑ
ａ
ａ

６
０
４
２
４
１
３
６

１
１
１

０
８
８
１
６

９
０

９
３
２
９
４

５

士
十
一
十
一
十
一
十
一
鉛
十
一
十
一

１
８
２
５
６
６
５
５

７
２
６
１
０

０
４

７
８
８
８
７

８
８

２
１
７
０
４

１
３

５
３
４

１
３
３

＋
｜
士
十
一
十
一
十
一
出
仕
肚

町
閲
灯
哩
但
６
９
４

６
６
６
７
６

６
７

６
６
５
６
６

士
十
一
十
一
十
一
十
一

１
４
１
２
４

７
７
７
７
８

４
５
４
３
３

士
十
一
十
一
十
一
十
一

３
５
３
３
４

４
４
４
４
４７Daihakase

９Togane

lOKamiishiki

l3Shinden ７４±６４４±３

７６±４４３±３

Ｉ
３４Wasa

35Shimada

39Nodaoshi

40Yakiyaｍａ

Cat-９ ２７．８±０．２４．４±０．６８７７±５１６９９±２６７３４±０７１±３４５±２

られなかった．メタセルカリアは，サワガニの筋肉と肝

臓に88.3％が寄生しており，近似種宮崎肺吸虫のメタセ

ルカリアがよく見い出される寄生部位である心臓部には

寄生していなかった．メタセルカリアをネコおよびイヌ

に感染させて得られた成虫は，口吸盤が腹吸盤より大き

く，皮赫は単生で，卵巣は６葉に単純に分岐し，貯精裏

には多数の精子が認められた．虫襄内の虫卵は，変異に

富む不整形で，大多数の虫卵の小蓋,反対側の卵殻に軽度

考察

サワガニを第二中間宿主とする肺吸虫は，ウェステル

マン肺吸虫（二倍体型)，ウェステルマン肺吸虫（三倍

体型)，宮崎肺吸虫，佐渡肺吸虫Ｐ・sacJoe"sｉｓが知ら

れている．今回，岐阜県東部地方のサワガニから得られ

た肺吸虫メタセルカリアは，大きさ（平均）399×415

1ｍのほぼ球形を呈し，体内に淡紅色の色素頬粒は認め

（４８）
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の肥厚が認められた．以上の所見より，サワガニから得

られたメタセルカリアをウェステルマン肺吸虫（二倍体

型）と同定した．そして，ウェステルマン肺吸虫（二倍

体型）が，岐阜県恵那郡蛭川村・福岡町および益田郡下

呂町門和佐川流域の２地域に分布していることを確認し

た．

岐阜県には，古くからウェステルマン肺吸虫が存在す

ることが知られていたが（安藤・小堀，1926)，二倍体

型か三倍体型かは不明であった．金子ら（1982）は，恵

那保健所管内（恵那市・恵那郡）において捕獲された野

犬からウェステルマン肺吸虫（二倍体型）の成虫を報告

し，岐阜県にウェステルマン肺吸虫（二倍体型）が分布

することを明らかにした．そして，今回の調査で，ウェ

ステルマン肺吸虫（二倍体型）のより正確な分布地を明

らかにすることができた．

星野ら（1981）は，益田郡下呂町宮地および和佐地区

で発生したウェステルマン肺吸虫症６例と，和佐地区で

採集したサワガニより肺吸虫メタセルカリア３個を得た

ことを報告しているが，ウェステルマン肺吸虫症が二倍

体型によるものか三倍体型によるものかは不明であり，

サワガニより得られたメタセルカリアの種決定には至っ

ていない．今回の調査で，宮地地区のサワガニには肺吸

虫メタセルカリアは寄生していなかったが，和佐地区の

サワガニには極めて低率ながらウェステルマン肺吸虫

(二倍体型)の寄生を確認することができた．

蛭川村上一色地区のサワガニより得られた１個のメタ

セルカリアをネコに感染させ，1隻の成虫を得ることが

できた．この成虫は，肺臓に虫嚢を形成せず，胸腔内に

遊離しており，大きさも他の成虫に比較して小さく，貯

精嚢には精子が充満しているものの受精嚢には精子が認

められなかったまた，子宮内の虫卵は，他の成虫に比

較して少なかった．これらの所見は，宮崎ら（1981）の

ウェステルマン肺吸虫（二倍体型）の単数感染により得

られた成虫の所見と一致しており，ウェステルマン肺吸

虫（二倍体型）が虫嚢を作り，同棲する最大の目的が精

子交換であるとの宮崎の説を裏づけるものと思われる．

まとめ

1983年５月から1984年11月までの期間，岐阜県東部地

方（恵那市・中津川市・恵那郡・加茂郡・益田郡）の４３

カ所で，サワガニ2,251匹を採集し，肺吸虫メタセルカ

リアの寄生状況を調査した．その結果，恵那郡蛭川村の

４カ所，福岡町の２カ所および益田郡下呂町の４カ所よ

り肺吸虫メタセルカリアをサワガニ１匹当りｌ～９個

(平均2.3個）検出した．得られたメタセルカリアをネコ

またはイヌに感染させ，回収した標本を詳細に検討した

結果，ウェステルマン肺吸虫（二倍体型）と同定した・
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j Abstract \

GEOGRAPHICAL DISTRIBUTION OF PARAGONIMUS WESTERMANI-

DIPLOID TYPE FROM GEOTHELPHUSA DEHAANI IN THE

EASTERN PART OF GIFU PREFECTURE, JAPAN

Kuninori SHIWAKU, Yuichi CHIGUSA, Teruki KADOSAKA,

Kiyotoshi KANEKO and Shigeo KONDO

(Department of Parasitology, Aichi Medical University,

Nagakute-cho, Aichi-gu?i, Aichi 480-11, Japan)

The freshwater crab G. dehaani, the second intermediate host of P. zvestermani, was

collected at 43 different localities in the eastern part of Gifu Pref., from May 1983 till November

1984. The crabs captured at Hirukawa-mura, Fukuoka-cho and Gero-cho harbored Paragonimus

metacercariae. The infection rates of Paragonimus metacercariae varied from 0.8 to 36.8%.

The number of metacercariae per positive crab ranged from 1 to 9 with an average of 2.3.

Based on the morphological characteristics of metacercariae, adult worms and eggs recovered

from experimental animals, these metacercariae were identified as P. zvestermani-diploid type.

( 51 )




